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　　　　　糖 化．の 中 澗 工 業 試 驗 に 就 て
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著者等 は ・ 加 一・喧 源鯨 の 目鰍 り・吻 の 酸靴 嫻 し睡 の 小試齣 研究 を行ゆ物 で

・バ 蘇 紅 鄰 煉 化する廠 ζれ毎婀 鵬 理す購 か 蹴 て は雌 慶鱒 淪さ悩 の であ跡

鞠 婦 嫐 か ら疎 鱇 榔 移… 嫐 噺 感 姻 繍 つ て聯 もφ繍 。鞘 駒 場合小試

駅 は 凡て オー ：・ク U

，
T ・中で晦齣 羅 行つ 櫨 黝 ew ・T

’
・ree 蒸飄 婦 跏 の で ・

の 問の 確 も徹 なければな らな い ・ 本勲 ・ の 目的の 爲贈 破 獣 顯 輪 贓 や 嚇 る糖
1

鰍 用ひ ボ 佛 髄 蝋 氣・ て・獻 糖鰤 ・騨 果 轡 御 職 ．

亅 饗 化 ・纖 ．覃

使用
『準

糖
｛
ヒ獺 は當確 室鯲 ・ 醐

質或鉢繊維率物質の や 、大量み糖化賓驗を行

輝 に灘 せ 謡 の でWW の 樣雄 能を有

す 、 て右圃滲照）糖化器の 上方 に は 原料及 び酸

液の 投入ロ余蒸鼠の 排禺口が あ り底部には糖

化液及 び殘渣の 排禺口龠蒸氣の 吹込み 口が あ
　　　　　　　レ
る・ 糖化器の 側面及び底部の 片伽 こ も蒸氣の ．

吹込 ロ があ る。 糖化器は鐓製で酸に耐る爲 tc
’

内壁は鋼板 で＄張 りして ある o 容量は 6801be
’

　 ら　　　　　　　 ，
徇 こ れ が ボ 履ラに遽結 して ある。 加壓の 限慶

eしF は糖化器は大碑 POIb 剥 ラtt　 160L

迄ば 大澱 安全である。
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11 糖化孅 を行 ふ爲めの 豫備實驗

799

A 　糖化 中に於 け る液量の 増加

著欝 の 髄 噸 翻 凡て ・ 一 ・ ク ・

ブ 中 ・ 酵 蒸顯 蘇 焔 靴 嫐 蹤 つ 囎 4ζ購 中

に於け る液量の 増減は 無幌 され て ゐ るが 、 本装置では直接蒸氣 を吹き込ん で加熱するの で あ る か ら

時間 と共に液量が相當増加 す る もの で ζれ は 糖化反應中に於 け る酸の 濃度を減少せ しめ s 共o他 反

應濺 の 勵 ・胖 絶 々 鰻 響が加 つ て勅 の で これ等の 關馳 或髄 迄働 鮒 れ 1糟 者等鑼
c，．）
報 に於 て 述べ た條 件 を茲 に 用ふ る事が出來 ない の であ る。

　液量の 壇加に關する鬣驗一 糖化器 内に於 ける液量の 増加は 一定の 装置に 對 して は 内容物及び吹

弯込む蒸氣等酵）ua度tc關係 し更に 内容物の 種類及び その數量に も關す る 。 然 しこれ等 の 關係を旛蜜

に 求むる事 は ζの 裝置では甚だ困難な事であ る の で こ の 賢驗で は 極 く大體の 見當 を得 る に留めた 。

’

　即 ち大體 ボ イ ラの 壓 力を
一

定 に し これを一定量の 水 （常温）を入れた糖化eetc吹き込 んで糖化器

が所定 の 壓力 を示 す迄 tc如伺程 の 液量増加 を永すか叉更 に所定壓 力の もの とi
’
t　mL定時間保ゼば如何

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ

程の 液量増加 を示 すか を調 べ る事 とした 。 こ の 場合液量の 測定は 糖化器内に
一走濃慶の 苛性 ソ ーダ

液 を入れ・ こ の 濃度の 變化を酸で滴定する事に よ り簡單匠液量攣化の 概略な數値を求 めた。

　先づ糖化器 に N ／100苛性 ソーダ容液 195kg を入 れボ イ ラ よ り 1001bの 蒸氣を通す 、糖化器が
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t

301b・の 壓 力を示 すに 至 り一時蒸氣を止め出 口 よ り試料 を取 りこ れ の 常温に於 け る ア ル カ リ度 を測定

t6 ・ 次賻 び蒸氣を通 じ 301b・ 1唹 て 塒 間保 ちvaる後前回 桐 樣 獻 糠 取 つ て

L

その … h リ

度 を測 る げ 次 に 更に 蒸氣を通 じボ

’
1 ラ の 座力 も 150ib　tc上 げ、

一方 糖化器の 壓力 1201bをに上 げ
’

10分聞保ちた る後前圄同樣試料を取 つ て そ の ア ル カ リ度詑滴定す る 。 か ぐして 得た る數値よ り液量

の 増加割合 を算出 すれば次 の 如 し。

　　1）　常沮 よ り 301bに達 す る迄 ……・一………・一・……一一 ・……・“ …一一・…一 ・…・，1．26倍

　　2） 301bに 於て 1時間保 つ た場合 一 ・……・；一………一一一 …・一………・・一 ・− 1’．10倍

　　3） 301bより 1201bに 上げ その 状態で 10分聞保 っ た場合……一・・…一・・一… L34倍

　　4）
’

t從つ て 驪 よ り 12qlb・tc上 げそ の 蹠 で・吩 間保つ た場合 ．
………一 ・・1．69倍

　　　　 B　反　應　條　件

著辮 麟 臨 ・ 糲 ・ 囀 酸糖化で ・成可 ・艦 行 ・べ ・で あ ・ 事 ・ 黼 ・圭と、。

185°g （約 1551b） 0．5％硫酸使用 に於 け る 糖化に就 て調 べ 反應時間は 30分聞位に すれば 良好 で あ ら
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の

うと逑べ たが こ の 裝 置で は 185℃ （約 1551b）迄上昇 させ る事は 危險であ つ た の で 1201b（i75℃ ）

で置驗す る事 とした 。 從つ て 醸の 濃度は遖當に大 に す る必 要が あ る譯なの で茲 で は 反應温度 185° C

tZ　 ・75°c 迄
一
附 た場餓 の eeRenn何激 すべ きか es めた ． こ の 爲 め に 行 つ た懸 廠 糠 部

分
一
定鮭 励 これ rc… 8

・
… 0

・ 1・2・／e の 臘
一

定量 加 へ 小 オ ー ト ク ・ 一
殫 で繍 糖イヒきせ 各10
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分聞毎 に於 ける こ れ等 の 糖生成卒を求め比較せ しに 11759．¢ ・で は大體 Lb 冖 12 ％
・
の 硫酸を用ふれば

大體 185°C に 於け るO．59（e硫酸の 糖化に 該當する事 を認 めた 。 　　　　　　　　
’

，

　然 し假 りに 反 應酸濃度が 決定 し て も物料に 直接蒸氣を通すれ ば常に酸が稀薄 されて ゆ くの である

か ら反應前 tc添加すぺ 量液の 酸度を前の 液の 増加 の 割合 を基vatcして 算出せ ね ぱな らぬ 。 とれ に よ

りペ シ トザ ン の 分離精化に於 ける 301b 前後の 糖化の 爲 めには酸の 濃度は θ．4× 1．26噐0．505％ とな り
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

’
l

長 蒔間め反應 を考慮に入れて 大體 0．51％の 酸液を用ふれば適當で繊糠 の 糖化 i唹 て 1．2％濃度の 硫

酸を作用させ る には 12〆L59篇2。03％A卩ち約 2 ％の 硫酸を用 ふれば よ va事 とな る。

　　　　　　　IIE 糖 　化 實 驗

，
，鐔 驗では粒 げ ・ e・ 加 一ズ との 鋼 蠏 も鯉 郁 の で試轍 未齷 の

で
囎 （水 分約

1°％） 鵜 その
，
6Qkg を靴 騨 ζ 投 入晦 鰹

れた る繃 は容器嚇 量 ・脚 で抑
か ち棒でit　〈．こ とに よ

．
り多少 物粁の 占む る容積 を縮少 し得た 。 糖化後糖化液の 排出は こ の 裝置で は

内部   摩わで擁液を押 し出実樣 に 出來て殉な い の で糖化後上方 よ り蒸氣を拔 き常壓 に 反←て 後下 部

の 栓 嫻 い て靴 灘 攤 した・ 糖嫌 力泊 鑼 柳 徽 臆 で 最早禰 ん ど酬 しな くなれば 洗

滌の 購 rて郷 咋騨 励 よ り灘 量の 水 （輯 酸液） 跏 畷 時間鱧 簾 び下方 の 攤 ・

を開い て 洗辮韓陟 た・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 し

碑 酸即 濃興 大體前迄 ρ條件 給 摯す る樫 液量唖 定齦 に上昇 すれ ば そ の 齣 槲 齢
部灘 れ る稼1響 めたが 2 明 以 後り糖イヒでは 試料樫 繭 多 量の 液が殘 るの で こ 棟 蛾 る考慮

も行？た 。　 ．　　 ．　　 ・　　　　　　　　　　　　　
「
　　　　　　　　 ．

．鱗 装
町臙 廠 び灘 の 排脚 の

聯欝 餘 蟷 鵬 て ゐ な ・僞 め第 2 颶 の

樺糠 畍 備
化液 め換湿が困難 とな つ た の で以後 の 糖化 は行 は なか つ た 。 下表 は圭なる鬟驗値を示 し7cもの で あ

る o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表

1 ベ ソ トザ ソ 部 分 の 糖化 繊 維 素 蔀 分 の 糖 化

分 　解．次　數 第 1 次   レ第 ・ 次 第　 1　 次

試　　　　　　　 料

反應温度及び 反應時間

添加硫酸 の 濃度及び 量

虚購 縫
．

　　　窺込艫 液
　 　 　 　

　
　　ヒ　ト

鄰 ｛纛

7ぐ カ
＋
；え　　60kg

　 3g置br1 ．5h

OS 　1％ マ
ー240kg

　　210kg

　　2・43 ％．

約 ユbOkg
O．51％硫酸 140kg

　 　1βO％

約　　100kg

前 回 の 糟化 殘渣

　 30呈b− 1．Oh

O．51％一！40kg

　　 1931［9

　　 0．63％

約 　 70kg　　
’

　 　 　 し

水　　64kg

　 　o ．43％．

、約　 70kg

前向の 糖化殘渣　1
1201b− 40tnin

　 8％− 33kg

　 　 80kg

　 　 2．32％

約 　　50kg

水 　　30kg

　 　 24kg

　 　 L96 ％

約   50kg

　 第　2 　次 、
一

　　　　 ，
前回の 糖化殘渣

1201b− 40rnin

　 8％− 20kg

　　 76kg

　　1．55％．

水　　45kg

　　e．57 ％
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語

フk ・諭 kg　．

約　　701cg

水　　3Qkg

　　 25k9

　　 1，66 ％

約　　50k9

801

　以 上 バ ガ 牲の 直接蒸氣に よ り稍 々 大量な糖化試驗を行 つ たが貴驗が大量的で あ る事 と裝置の 不 充 ．

分で あ褥 とに よ 眺 分に 黼 瀲 値は彳尋・
られ なかつた 。 併 しなが らこの 懺 結果 と纛 撫 小試

’

驗 の 結果 とを總合 す れ ば大體次 の 樣な事が云 へ る と思ふ 。
’

　 1　糖化液の 糖 濃慶は液量 を適 當に加減す る事に よ り小試驗に於て 示 された樣 な或 は更に それ よ

・りも多少濃厚 な糖化液 を得 る 事 は 可能で あ る 。

　2．．侮回の 糖化後糖化器か ら糖化液の み を排出するに當 り糖化器内の 壓 力を利用 して こ れ を押 し

出す樣 に しな けれ ば 糖化液排禺後な ほ器 内tc殘 留す る液量 は相當大で ある 。

3・　 eevatcl於 ・漁 ・ 女ilく雛 素喇 ・飃 で は 高灘 時媛 ｝伽 一F・ ・低温騨
の それ よ りも大に して 從つ て 低澀長時間糖化 よ りも高温短時間糖化が 有利 なる事 を認めた の で こ れ

に よ り工業的な糖化に 於て は所定糖化温肇よ りも低 慍な｝伏態を經過 ず る時 聞を可及的に 短縮 する樣

に努む 霽 鮪 利であ る

　4．　2 及び 3 の 理 由に よ り毎回 の 糖化で は出來 るだけ高澀の 駿態に於 て 酸液 を添加し糖化後高温

高壓 の ま 瓦速 やか に 且 つ 出來る だ け完全 に 糖化液 を排 出 し得 る樣にせ ねば な らぬ 。

5・
’
矯化器の 賺 よ 幅 壓の お 測 ヒ液の み を攤 し亜 糖化後磯 渣 疲 ・ ン の 排瞳 も容易

な らしわる には特種 なる構造が案禺さ れ狙ぱ な らな い
。、

　6． バ ガ ス よ りペ ン トザ ン を除去せ る後物料が著 し く減少する事及び ペ ン トザ ン の 除 去糖化では
’

繊維素の 糖化 よりも著 し く低澀低壓で足 る事 よ りペ ン トザ ン の 除去糖化 と纎維素の 糖化 とは各 々 適

當 に設計 された別 々 の 裝 置 に 於 て 行はれ る べ き で あ る 。

　奉磯 睡 殲 囎 沚 の 奨學鉾 羅 もの で 發表 礑 ？て 深謝 しナ・い 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （大 阪 帝大 工 學部醸 造部 教 室 ゼ 中村 研究室）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 で

　　　　　 女　　　　　献　　　　　　　　
齟
　　　　　　　　 ．疋　　　誤　　　表　　　’　　　　　 i

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 −　　　　　　　　　　　　　　　　 　

1）冲 褓 噸 ・灘 ・… 1・） 　 離構鶯 1°撫 韈 緇 靨
す ろ 研

 
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

’
2） ” ”

：
”

．a7・　47° （昭 14） 　 　 　 、　 　 　 　 誤 　 正 　 i
・）

” ”
・ ・” 1一 召1・・

．
・ 一÷・ 嚇 ・・ 1・

そ
・ 1・ … 　 ｛
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